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■編集方針 

この報告書は、株式会社エクセディ福島

（以下当社）の環境活動を当社の利害関係

者の皆様にご報告するために作成してい

ます。 

当社は以前から SDGs の活動を推進して

まいりました。持続可能な社会への移行過

程で当社がどのように取り組んで行くか

をお伝えしていきます。 

表紙は喜多方市の上水道取水である日

中ダム上流の写真です。松原工場は飲料水

を井戸水から市水に切替ました。地域の水

を守る活動を継続し環境保全活動に力を

入れていきます。 

 

専門用語の使用は極力避け、使用した場合

は※記しでページ下記に用語解説として

記載しています。 

 

■対象期間 

２０２５年４月～２０２６年３月 

■参考資料 

環境省「環境報告ガイドライン２０１８年版」一部 

■報告対象範囲 

本社・松原工場 ：福島県喜多方市松山町鳥見山字松原 65 

綾金工場       ：福島県喜多方市豊川町米室字古開 142-14 

技術開発部     ：大阪府寝屋川市木田元宮 1-1-1 

㈱エクセディ本社内 

営業部     ：静岡県富士市荒田島町 6 番地 20 号リコーソリューションズ東静岡ビル 2F 

         ㈱エクセディ静岡営業所内 

本社・松原工場 綾金工場 
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「低フリクションロス※」 これは省エネ・低燃費に大きく貢献する技術の一つです。 
写真のように摺動部の面積が狭く，フリクションロスや油温の上昇も小さく抑えられます。 

 会 社 紹 介 

当社のニードルベアリングは大きく分けて，一体型と別体型の２種類あり，様々なサイズに対応しています。 
◎一体型ベアリング             ◎別体型ベアリング 
 レースがベアリングと一体         レースがベアリングと別体 
 ・生産数の 80%           ・偏芯に強い 
 ・組み付けしやすい 
 ・誤組付けしにくい 
  ・ベアリングの支持が片側 
   のみで可 

製品情報 

当社製品 
 摺動面積が小さい 

製品特長 
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スラストニードルベアリング 

当社は、2013 年度より株式会社エクセディグループ

の関連企業として事業を行っています。製品であるス

ラストニードルベアリングは、オートマチック用変速

装置部品に組み込まれ、高精密なベアリングです。 

国内外の自動車メーカー、自動車部品メーカーにご愛顧いただいております。 

 主 要 取 引 先 

（敬称略・50 音順） 

主に自動車用で 多くの採用実績 

があり、1 千 7 百万個/年 以上 

(2024 年度)を生産しています。 

トルクコンバータ用 

自動変速機用 

使用実績 

※低フリクションロス：摩擦のロスが少ないこと 
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 第１章   ２０ ２ ５年度活動内容 

環境目的・目標に対しての結果 

主な実績評価指数の推移 

■環境目的・目標（２０２５年度実績と２０２６年度目標） 

当社の目標値となっている CO₂排出量及び売上原単位※について、生産性向上や一人一人の省エネ活動

を行い低減できました。2030 年までに 46％（2019 年度比）削減できるよう活動を継続していきます。 

産業廃棄物については、最終処分量を 2024 年度に比べ大幅に削減しました。最終処分とは埋立処分さ

れる産業廃棄物です。埋立処分や焼却処分から再資源化される処分場への変更を実施しました。 

 

※売上原単位：排出量/売上高 

※Scope1(スコープ)：燃焼によって直接排出した温室効果ガス  Scope 2：供給される電気の使用に伴って排出される温室効果ガス 
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環 境 負 荷 低 減 活 動 の 紹 介 

 第１章   ２０ ２ ５年度活動内容 

電 力 削 減 の 取 り 組 み 

■コンプレッサー稼働条件見なおし 

 圧縮エアー用のコンプレッサーの電力量は工場全体使用電力量の 10％を占めています。 

以前からエアー漏れ改善活動を実施していますが、2025 年度はコンプレッサーの稼働条件を見直し、

電力削減に取り組みました。 

 

・タイマー機能による休日停止 

・エアー使用量低下時間の停止 

・維持管理での故障ゼロで予備機の稼働なし 

電力量は前年度比約▲10％の効果がありました。 

 

■エアコンフィルター清掃          

     当社は部門ごとに環境改善活動を自主的に実施しています。 

各部門共通してエアコンフィルターの清掃を 

定期的に行っています。CO₂削減だけでなく、 

日常的に環境意識を持って業務を遂行しています。 

■飲料水の上水道切替え 

 松原工場の従業員が飲料する地下水の濁度基準値がオーバーしていたため、飲料用はペットボトル

の水を支給していました。 

事前調査を終え、 

今年度、水道本管から引込工事を実施しました。 

従業員へきれいな水を提供することができました。 

 

衛 生 管 理 改 善 

■処分方法の変更 

 当社の廃棄物で焼却処理や最終処分が埋立処理されるものを見直し、中間処理で再資源化されるよ

うに処分場の変更を行いました。 

 また処分場へ処理状況確認を行い、両者適正な処理ができるようにコミュニケーションを図ってい

ます。 

産 業 廃 棄 物 再 資 源 化 の 取 り 組 み 

無機汚泥 土木資材へ再資源化 処理状況確認の様子 
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 第２章   サステナビリティ報告 

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ 

エクセディ福島は、自動車に使用されるスラ

ストニードルベアリングを製造することだけ

を、深く長く追及し、実績と信頼を着実に積み

重ねてきました。当社の製品はいずれもユニー

クな一体型構造となっており、お客様からは使

いやすさとともに品質的にも高い評価をいただ

いております。また、構成部品のすべてを内製

していることから、急なオーダーにもフレキシ

ブルに対応できるような体制をとっています。 

エクセディ福島がある地元会津に根付いた教

えをしっかりと心に留めて、「決めたことはきっ

ちりやる」の精神とエクセディグループの理念

である、私たちの目指す姿「健全な企業活動」

のもと、全力で日々の生産活動に取り組んでお

ります。 

 

2015年に国連で「持続可能な開発目標（SDGs）」

が採択されて以降、企業による社会課題解決の期

待が高まっております。 

 これまでは、CSR 活動と称し、省エネ製品の開

発や地域社会への貢献、ダイバーシティの推進な

どに取り組んでまいりました。 

さらに、2020 年 4 月には SDGs を経営方針 7

つの柱の一つに据え、4 つの優先課題を中心に活

動を加速させております。 

今般、私たちはこうした活動をさらに進化させ

るべく、CSR 活動を「サステナビリティ※（持続

的成長）活動」と改称し、国際的な課題である「地

球温暖化防止」について、2050 年までにカーボ

ンニュートラル（温室効果ガスの排出量実質ゼ

ロ）を達成することを目標に、ESG を重視して、

省エネルギー活動の推進、再生可能エネルギーの

導入に全員一丸となり取り組んでまいります。 

今後とも皆様のご理解、ご支援を賜ることがで

きますよう、お願い申し上げます。 

２０２６年４月 

エ ク セ デ ィ 福 島 の 姿 勢 環 境 課 題 へ の 長 期 ビ ジ ョ ン 

※サステナビリティ：持続可能性 社会・経済・環境が長期的に持続可能な社会を築くための考え方や取り組み 
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当社は、環境管理責任者を筆頭とする環境管理委員会を中心にマネジメント体制を構築しています。 

委員会は２か月に 1 回開催され、環境目的・目標に基づき各部門の活動報告、管理を行っています。重

要な環境課題に関しては、環境管理責任者が取締役会へ報告しています。 

■JIS Q14001:2015/ISO14001:2015 取得状況 

内部監査：2025/10/7～2025/11/18 

外部審査：定期審査 2026/2/19～2/20（審査機関：ASR） 

結果：不適合なし 

 

 

 

 第２章   サステナビリティ報告 

環 境 組 織 

■環境組織図 

環境管理委員会では、メンバーが自部門の年度計画に沿って活動の計画と実施内容を報告してい

ます。品質や生産性向上活動等も、自部門の活動は全て SDGs となり環境へ影響しているというこ

とを意識しています。 

報告内容は、自部門の環境側面に対する活動が主で、改善活動実施報告書で管理・運用しています。 

【改善活動実施報告書】 一例 

毎年、改善活動実施報告書を基に、環境改善活動の表彰

を行っています。 

活動をポイント換算し、活動結果や取り組み状況など総

合的に評価し、表彰部門を決定しています。 

2026 年度は綾金工場ローラーチームが表彰されました。 

リスクと機会 著しい環境側面 順守評価 

中期経営計画 

環境側面影響評価 

年度計画 

改善活動実施報告 
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〒966-0901 福島県喜多方市字松山町鳥見山字松原 65 

お問い合わせ先：安全環境部 

        編集責任者 伊藤 健一 

        作   成 安全環境部 

        TEL.0241-23-3100 FAX.0241-25-7367 

発     行：2026 年 5 月 


